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 長い人類史的に見ると答えは否です。ヒトは 700 万年前に類人猿から別れ独自の道
を歩んできましたが、樹上生活をしていた弱小集団が地上におりて何とか存続してき
た方法は、家族・社会集団として結束し、様々な頭脳プレーを繰り返してきたからで
す。人類はより強い種がひしめく自然界において、人類史の 99％以上の長い間、他の
メンバーのことを思いやり、狩猟採集活動で担当する分業の役割を果たしながら、た
とえ個人は犠牲になっても集団として存続する道をずっと続けてきました。これはヒ
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トとしての培われた「本性」であり、だからこそ自己犠牲の行為はどの民族でも見ら
れ、また他人のために捧げた行動が感動を与え美談としてどの文化でも讃えられるの
だと思います。また日本社会のように土地・資源が乏しくても、仲間意識の緻密な共
同・分担作業による産業や経済活動が全体として功を奏するのも、個人主義ではな
く、私たちの心に宿る「他を思う DNA」があるからでしょう。昨今のグローバリゼー
ション、自由貿易協定などは、相互の利益をお互い認め合って進めることが原則であ
り、それに対してトランプ氏の求める「(隣国はさておき)アメリカの繁栄を取り戻
す」路線は、大げさな言い方ですが、長い人類進化史に対しての挑戦でもあり、いず
れ修正を求められるべきだと言えるでしょう。きれいごととしてではなく、「他を思い
やる心」は、それによりヒトは生物として生き残り、社会発展してきたからです。
様々な価値観が交錯する現代の風潮のなか、多文化共生は単純な道のりではなく前途
多難ですが、我々の認知能力を進化させて相互にメリット・デメリットを確認し、そ
れも文化・民族の多様性の重要性を認識しながら、その具体的な共生の理論や戦略を
発展させるべきだと思います。 
 世界中を騒がすトランプ政権誕生のおかげで大げさな話になりましたが、今後政権が
存続するであろう 4 年間刺激を受けながらも、わが多文化共生研究所も相手を認め理解
する共生の道を発展させ、微力ながら研究、教育活動を進めていきたいと思います。 
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